
 

 

 

 

 

 

 

令和６年度が始まり、２週目となりまし 

た。子どもたちは新たな気持ちで「がんば 

るぞ！」と前向きな気持ちで何事にも意欲 

的に取り組む姿がとても頼もしいです。 

新しく入学した１年生もたくさんのはじ 

めてを経験する中で、ゆっくり、少しずつ 

学校生活に慣れていってほしいです。 

あわただしくも充実した４月ですが、下 

旬にはゴールデンウィークが始まります。 

待ち遠しいですね。 

 

 
 

10日(水)から２～６年生、11日(木)から 1年生で 

給食が始まりました。 

10日(水)の今年度初めての給食は、ごはん・牛乳・ 

豚肉と春雨の炒めもの・じゃがいもの揚げ煮でした。 

加佐登小学校は自校で調理されているため、温かい 

ものは温かく食べられます。 

今年度も作ってくれた調理員さんに感謝の気持ちを 

持ちながら、おいしく給食を食べて、しっかり栄養を 

とり、からだもこころも元気になりましょう。 
 

 

 

桜の花がまだ残っている春のうららかな天候の中、 

業間やお昼休みに運動場で元気に遊ぶ姿が見られま 

す。ドッジボールや縄跳びをしたり、鬼ごっこをし 

たり、遊具で遊んだり、遊び方は様々ですが、楽し 

んでいる姿がとても微笑ましいです。 

遊びの中でも、友だちとたくさん関わる中で、友 

だちを大切にしながら自分も大切にして遊んでほし 

いです。また、しっかり体を動かすことで、体力を 

養うとともに、走る力や投げる力などの運動能力を身につけていきましょう。 
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学校だより 

令和６年 4月 18日 №２ 

給食が始まりました 

運動場で元気に遊びます 



 

 

 学校に登校し、教室に入るとランドセルから教科書など 

を出し、机の引き出しに入れ、空のランドセルをロッカー 

に入れ、連絡帳を書き始める。 

終わったら次は○○をして．．．とやることがいっぱいあり、 

ルーティーンとして定着するまでは子どもたちは大変です。 

特に 1年生は初めてのことが多く、手間取っています。 

でも、朝、６年生のお兄さん、お姉さんが教室にやって 

きて、次に何をしたらいいのか、どこに何を置くのか、全 

部できたら次は何をしたらいいのかなど、１年生の子どもたちにも分かるやさしい言葉で

ていねいに教えてくれています。そんな、お兄さん、お姉さんに自然と「ありがとう」を

言えることと、朝の取組に少しでも早く慣れて、自分でできるようになってくるといいで

すね。 

 

 

今年度、鈴鹿市では子どもたちの非認知能力 

を育む取組を進めています。 

「非認知能力」とは、偏差値や IQなど、数値 

で表せる「認知能力」ではなく、テストなどで 

は測ることのできない、目に見えにくい力のこ 

とを言います。 

非認知能力は“新しい特別な力”ではなく、 

コミュニケーション力、思いやり、意欲、創造 

性、好奇心、忍耐力、自己肯定感、自制心など 

人の心や社会性に関係する力です。 

なぜ、非認知能力を育もうとしているのかと 

いうと、非認知能力の高い子どもたちは学力面 

で高い成績をおさめ、将来経済的に成功する確 

率が高く、反社会的な問題行動を起こす確率が 

低く、将来的にも豊かに過ごせると国際的な研 

究で明らかになったことが挙げられます。 

さらには教育によって非認知能力を身に付け 

させることができるということもわかっていま 

す。自分を動機づけて高めようとしたり、自分 

の感情をコントロールしたりしながら、自分と 

他者を大切にできる非認知能力の育成が変化の 

激しい社会のなかで求められています。 

非認知能力は日常生活のあらゆる場面で育ま 

れます。ぜひご家庭でも、絵本の読み聞かせを 

していただいたり、結果だけでなく、結果に至 

るがんばっている姿も含めてほめてあげたりし 

て、非認知能力が育まれるようにご協力いただ 

ければ幸いです。 

6年生のお兄さん・お姉さんありがとう 

非認知能力とは？ 


